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あさひかわ北彩都ガーデンの整備イメージについて

□ 背景・概要 □

□ 宮前公園西エリア魅力UPに向けた対象の設定 □
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現在，多く利用していただいているガーデン好きの中高年齢
層をメインの対象としながらも、子育て世代も対象とし、他の
ガーデンエリアと差別化した特色あるガーデンとする
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みんなで庭を育てていきます

 市民、来園者で庭を育てていきます。
 整備プロセスに市民が関わります。
 維持管理に市民が関わっていきます。
 教育機関などと連携し、子どものころから

関われるようにします。

常に変化している庭とします

 毎年花や空間が変化していきます。
 様々な要素が増えて、育っていく庭を

目指します。

楽しめ、活用できる庭とします

 楽しむ姿が絵になる空間とします。
 ガーデンパーティなど様々な活用を

促します。

旭川の特性を活かします

 旭山動物園や旭川家具を連想するような
演出をします。

あさひかわ

北彩都ガーデン
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旭川の
「顔」

観光面を重視した，より魅力的な北彩都ガーデンへ

宮前公園西エリア
（有料化想定エリア）

において行っていくこと

シンボルとなる空間性

交流・拠点機能の強化

常に変化をする

楽しみをつくりだす

あさひかわ北彩都ガーデンは、旭川駅に直結したまちの中
心部にある全国的にも珍しいロケーションのガーデンとして、
平成２７年７月にグランドオープンしました。

多くの市民に親しまれている北彩都ガーデンを、「まちなか
の観光スポット」として、さらに魅力的にしていくため、観光面
を重視したエリア（宮前公園西エリア）を設定し、整備を進めて
いきたいと考えています。

北彩都ガーデンの中でも特に宮前公園西エリアについては、他のガーデンエリアと差別化した空間とし、仮に有料化
しても利用者に満足していただけるような、魅力的な空間づくりを目指していきます。

このエリアについては、対象とする来園者を定め、その対象が求める魅力を備えた整備をすることで、特色あるガー
デンとしていきます。ここでは、その対象を一般的なガーデン好きの中高年齢層だけでなく、子育て世代も含んだものと
します。

□ 基本方針 □

１／５

宮前公園西エリアが持つ、ハーブ
ガーデンや大池の眺め、活動拠点
といった特徴を踏まえ、

旭川が持つストーリー、シンボル性、
変化などを考慮にいれた上で

「リビングガーデン」という、旭川の
まちなかだからこそできる、

「生活提案型」のガーデンをこのエリ
アのコンセプトとします。

「リビングガーデン」は、生き物の花のトピアリーでできた「生き物の庭」、家具に草花を植栽した「くらしの庭」、
ヤナギを埋枝して造形をつくりだす「生きている庭」で構成されます。

※トピアリー：植物を人工的・立体的に形づくった造形物

宮前公園西エリア



①エントランス

ガーデンセンターの入口にある、草花を植栽したイス
を設置した、ガーデンのエントランスとなる空間とします。

②Garden Hill Studio

□ 計画の基本構成 □

③庭の家具美術館 ④くつろぎの森

⑤ウエルカムガーデン

興味を引く、わくわくさせる花と緑のイス 受付を抜けた先にある、ヤナギの造形と新品種の花などで構成されたトピアリー

旭川らしさの一つである、川に生えているヤナギの枝を埋め、網込み、生きた造形をつくり出します。

※トピアリー： 植物を人工的・立体的に形づくった造形物

カツラ広場に広がる、花と緑の家具美術館
大池や芝生広場を眺める事ができる、

落ち着いてゆっくりできる空間

眺めの良い所にあるスペースは、貸し出しなどで
多様な利用ができるスタジオのような空間

２／５

回遊性を高める

①エントランス ⑤ウエルカムガーデン ③庭の家具美術館

⑧ユジノサハリンスク友好
ガーデン

⑪ウォーターフロント ガーデン ⑥ヤナギの動物園

⑦ガーデンラウンジ

眺めの良い約３８０㎡の広場をスタジオのように貸出し、
パーティーやヨガなどに使える空間とします。

カツラ広場に花と緑を植栽した家具を展示する、４㎡
程度の小さなガーデンが点在する空間をつくり出します。

限られたエリアの中を凝縮して楽しめるように、いたるところに楽しむ要素、写真スポットとなる小さな庭を
ガーデンの特徴的な場所にそれぞれ配置し、回遊して楽しめるような庭をつくります。

④くつろぎの森

②Garden Hill Studio

緑の小動物トピアリーや手づくりの巣箱などが潜
む、大池や芝生広場を眺めることができる、休憩
スペースとします。

⑨小規模売店

⑩アイランドボーダー

シンボルとなる景観をつくる

このエリアのシンボルとなる造形や、大池や旭川駅への眺めを活かした草花の景観など、ここにしか
ないシンボルとなる景観をつくり出します。

あさひかわ北彩都ガーデン（宮前公園西エリア）整備計画図

カツラ広場



⑥ヤナギの動物園 ⑧ユジノサハリンスク友好ガーデン

⑦ガーデンラウンジ ⑩アイランドボーダー

⑪ウォーターフロント ガーデン

⑨小規模売店

メドウの丘にたたずむヤナギの動物園

３／５

オジロワシ、シカ、キツネなどヤナギで編み込んだ小さな動物を
メドウガーデンの丘に点在させた、ヤナギの動物園をつくります。
（市民参加型で制作して増やして行くことを検討します。）

旭山動物園を連想させるような、シンボルとなるトピアリー

花につつまれた大池、旭川駅を背景とした、メインの写真スポットに、旭山動物園を連想させる
ような、シンボルとなる花のトピアリーを設置します。

外から見ると背を向け、内側から見ると正面を向く方向で配置し、ニオイヒバで奥に広がる大池、
旭川駅の景色に額縁をつくり出します。

芝生広場に面した、広がりを感じながら、落ち着きゆっくりできるラウンジ

サハリンの自然
を表現する庭

ユジノサハリンス
クの市章を基調
色である水色を
主体とした草花
の庭

ユジノサハリンスクと旭川の市木であるナ
ナカマドを友好の象徴として植栽します。

ユジノサハリンスク市章の基調色となっている水色を主体とした園芸種で構
成された爽やかなアイランドボーダーガーデン。

サハリン州に自生し、北海道の高山でも見られる入手可能な高山植物をロック
ガーデン風につくり出します。ドライウォールで一段上げる事で、建物の中からもよく
見えるよう配慮します。

サハリンの象徴を草花で表現

サハリンの自然を表現

ユジノサハリンスク市、旭川市ともに市木である「ナナカマド」を友好の証として
象徴的に植栽します。

旭川との友好を「ナナカマド」で表現

芝生の中に点在する、鮮やかな島状の花壇

芝生広場に点
在する季節を彩
る島状の花壇。

< ユジノサハリンスクの市章 >

ガーデンセンター付近にあり、芝生広場に面して、アイランドボーダーや芝生の広がり、大池
への景観をゆったりとくつろぎながら楽しむことができる休憩スペースとします。

ハーブティーやジェラートなどを販売する
売店を設置します。

芝生の中に
くっきりと花壇
が点在する事
で、芝生の中を
回遊しながら花
を楽しむ事がで
きる空間としま
す。



□ ソフトプログラムの基本的な考え方 □ □ 今後、実施を検討していくプログラム・イベント例 □

□ 利活用推進施策 □

来園者の体験

受動的な体験STEP1：

ふらっと立ち寄る

主体的な体験STEP2：

散策をしながら、自分で考えた場
所でピクニック

ハーブ、野菜を摘み取る

プログラムに参加する

継続的な体験STEP3：

ガーデンの維持管理に関わる

プログラムに継続的に参加する

体験を提供する側へSTEP4：

イベント・プログラムを実施する

新たなライフスタイルを発信する

ガイドプログラムを実施する

Garden × Health / Healing

Garden × Picnic / Party

Garden × Play

Garden × Event Garden × Food

Garden × Culture / Salon Garden × School

Garden × Force

４／５

旭川らしい豊かな生活提案（Garden Life）

旭川のまちなかにある「北彩都ガーデン」で展開さ
れる様々な活動は、都市生活が抱える課題を解決
する一つの手段ではないかと考えています。

様々なプログラム・イベントを実施し、豊かな生活
提案「Garden Life」をまちなかにある「北彩都ガーデ

ン」を通して伝えて行く事で、健康的な旭川らしいライ
フスタイルを発信していきます。

より多くの人がガーデンに魅力に感じ、楽しめるような様々なソフトプログラムを下記の基本的な考えのもと、
実施して行きます。

季節を通して楽しめるようにします

季節毎にガーデンの風景は変化していきます。そ
の変化に応じて、季節毎に、それぞれ適した楽しみ
方があるため、冬も含めて季節を感じ、楽しめるプロ
グムを実施していきます。

楽しんでいる姿を魅力的にみせて行きます

ガーデン自体の美しさや楽しさをアピールするだけ
ではなく、ガーデンで「楽しんでいる姿」の美しさや楽
しさを魅力的にアピールして行きます。

裾野を広げ、来園者の体験を深めて行きます

対象とする来園者以外の、多くの人に興味を持って
もらえるようなプログラムを実施し、北彩都ガーデンに
来る人の裾野を広げて行きます。一方で、コアなファ
ンのリピートを促すようなプログラムを実施していくこ
とで、来園者の体験を深めて行きます。

サインの充実

 市民でつくる、様々な利用を誘発するサインの設置
を検討します。

 植物などの解説サインを充実させていきます。

 推奨ルートを示すサインの設置を検討します。

HPなどにおける情報発信の強化

 ガーデンの活用事例を写真とともに掲載していきます。

 プログラム・イベントをガーデンで開催しやすいように

申し込みガイド、届け出マニュアルを掲載します。

連携のための情報の周知

 観光事業者への周知

 まちづくり関係の組織への周知

 教育機関への周知

様々な仕組みを検討していきます

 親子で入りやすい仕組みの検討を行います。

 旭川市民がリピートしやすい仕組みの検討を行いま
す。

 旭山動物園などの他施設との連携方法を検討します。

 家具や彫刻とのコラボレーションについて検討してい
きます。

「ガーデンヨガ」「太極拳」「フラダンス」「ガーデン
セラピー」など

「ピクニック」「ガーデンパーティー」など

「ゾーブボール」「スタンプラリー」「宝探し」など

「コンサート」「マルシェ」「野外映画」「ファッション
ショー」など

「ハーブ料理教室」「キッチンカー」「収穫祭」「ガーデン
BBQ」など

「展覧会」「撮影会」「ライブペインティング」「野
点」「本の読み聞かせ」など

「ガイドプログラム」「写真教室」「絵手紙講座」「ガー
デン講習会」「アロマ教室」「押し花教室」など

「ガーデンサポーターの活動」「ガイドボランティア育成」
など



宮前公園西エリア整備イメージ

⑪ウォーターフロントガーデン ⑤ウェルカムガーデン

イベント等
ソフト事業
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①花フェスタ

連携イベント
③秋イベント ④冬のガーデン

①花フェスタ

連携イベント
冬のガーデン

ガーデンツアー，ハーブ講習会，ガーデンセミナー等，市民やガーデンサポーターを対象とした各種小規模イベントの開催

②ガーデン

周年イベント

②ガーデン

周年イベント
③秋イベント

あさひかわ北彩都ガーデン イベント実施スケジュール案（H29～H30）

５／５


